
昨年7月に行われた第２回定例会の一般質問では「環境政策」「男女共同参画」「多様性の在り方」の三つの
テーマを取り上げました。いずれも現代社会において重要視されながら、その本質や実効性が問われている
分野です。これからも現場の声を大切に、丁寧な区政を目指してまいります。
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再生可能エネルギー発電促進賦課金の国民負
担について、中央区として国や都に対して意見
を上げていくべきと考える。

グリーンウォッシングに陥らない、実質的かつ持
続可能な環境施策について区の取組みは。

『女性センターブーケ２１』が『男女平等センター
ブーケ２１』へと名称変更されたが、どのような成
果や効果があったか。

賦課金は、東日本大震災をきっかけに、原子力発電の安全
性に対する懸念が高まる中で、再生可能エネルギーの安
定的な供給と普及促進を目的に、平成２４年に導入され、
電気料金に上乗せする形で国民が負担することとなって
いる。賦課金の在り方については、再生可能エネルギーの
導入促進と併せ、国民負担の抑制についても議論がなさ
れるべきものと考えていることから、引き続きその動向に
注視したい。

区では、エコアクトや省エネルギー機器等導入費助成をは
じめ、地球温暖化対策に資する様々な取組を行っているこ
とに加え、令和７年度からはＺＥＢ化の推進に向けた周知
や、福島県大熊町との都市間連携により、風力発電によっ
て創出された再エネ電力の調達を新たにスタートさせた。

それまでは女性の利用が活発である一方で、若年層や男性
の利用が少なく、より多様な方々に開かれた施設としてい
くため、名称を変更した。その結果、令和５年度における男
性利用者数は、前年度と比べ約３５％増加しており、男性に
とっても利用しやすい施設へと着実に前進したものと受け
止めている。

国民負担の抑制を

持続可能な環境施策の確立を

真の男女共同参画の実現を
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学校現場で、性自認に基づく制服やトイレの選
択に関して、どのような方針を区は持っている
か。

全学校で相談体制を整備し、標準服やトイレ使用などにつ
いては、個別の事情に配慮した対応を行っているところで
あり、現在のところ、学校において児童・生徒の混乱や戸惑
いなどの問題は生じていない。

太陽光パネルの設置・活用について、景観、廃
棄、国産技術活用の観点を踏まえた区の見解と
今後の方針はどうなっているか。

太陽光パネル設置の再考をQ.
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太陽光発電は行政による支援制度が充実しており、パネル
の設置が促進されることで、電気料金の削減や停電時の備
え、さらには二酸化炭素排出量の削減に寄与する一方、設
置場所や規模によっては、まちの景観に影響を与えるほ
か、設備の維持管理や廃棄の負担等の課題があることも認
識をしている。区としては、太陽光パネル設置による効果
と課題とのバランスを考慮しながら取り組んでいく。

A.

子どもたちへのきめ細やかな対応を子どもたちへのきめ細やかな対応を

2025年度の再エネ賦課金単価は
電気使用量1kWhあたり3.98円と過去最高値にTips
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《行政視察》
子ども子育て・高齢者特別委員会での活動
《行政視察》
子ども子育て・高齢者特別委員会での活動 総合防災訓練に参加総合防災訓練に参加

活動報告
2025年度

政府が創設を予定している「ふるさと住民登録制度」に関する研修会
が、楽天クリムゾンハウスで開催され参加しました。

本制度は、地域と継続的に関わる「関係人口」について、その規模や
関係性を可視化し、地域の担い手確保や活性化につなげていくこと
を目的とした取り組みです。

登録数に制限のないベーシック登録と、より深い関与を想定したプレ
ミアム登録が設けられる予定で、ベーシック登録は、誰でも気軽に登
録でき、関係人口の裾野を広げることを目的としています。

一方、プレミアム登録については、3団体まで登録可能とされ、年3回
以上、自治体が指定する地域の担い手としての活動に従事すること
が想定されています。これにより、交通費や宿泊費などの割引といっ
た支援措置が講じられることも検討されており、継続的な地域活動
を後押しする制度設計となっています。

こうした取り組みを通じて、地方と都市の新たな関係性が生まれ、地
域間の好循環が促されることで、日本全体の活力向上につながるこ
とが期待されます。私自身も、本制度の趣旨を踏まえつつ、今後の
動向を注視しながら、可能な範囲で積極的に関わっていきたいと考
えています。

子ども子育て・高齢者特別委員会の行政視察で、仙台市と福島市を
訪れ、子育てと介護の現場での先進的な取り組みを学ばせていただ
きました。

中央区晴海二丁目にて「中央区総合防災訓練」が開催されました。
消防・警察・自衛隊をはじめとする関係機関が連携し、救助や消火活
動の実演が行われたほか、区民の皆さまにも参加いただける各種体
験プログラムがあり、消防による消火・煙体験、自衛隊による災害時入
浴体験、綱渡り体験、炊き出しカレーの試食など、実際の災害時を想
定した内容が展開されました。子供から大人まで幅広い世代の方々が
熱心に参加し、体験を通じて楽しみながら防災の知識を学び取る姿
が印象的でした。
近年、自然災害や突発的な事故の発生が相次ぐ中で、防災意識の高
まりを一層強く感じております。いざという時に迅速かつ冷静な対応が
とれるよう、日頃から備えることの大切さを改めて実感いたしました。
私自身も、区民の皆さまが安心して暮らせる中央区の実現に向け、防
災体制の充実と地域の安全確保に引き続き力を尽くしてまいります。

介護人材の不足は、中央区で
も深刻な課題です。

仙台市では「スケッター」という
外部マッチングサービスを活
用し、未経験者や副業希望者
でも気軽に介護現場を体験で
きる仕組みを整えていました。

“やりがい”を大切にしながら人材の裾野を広げるこの取り組みは、
担い手不足の解消だけでなく、福祉の魅力を再発見するきっかけ
にもなっていると感じました。

「こむこむ館」模型展示▲

画像引用：
スケッター公式HP

新制度の
研修に参加
新制度の
研修に参加

仙台市　介護人材確保の取り組み仙台市　介護人材確保の取り組み

福島市　こむこむ館（子どもの夢を育む複合施設）
「こむこむ館」は、子どもたちが遊び・学
び・創造を自由に楽しめる複合施設。

科学実験、映像制作、演劇など、子ど
もたちの“やってみたい！”を後押しする
仕掛けがたくさん詰まっていました。

地域の方々や専門人材とも連携し、子
どもの自由な発想を大切にする運営
体制が印象的でした。

介護も子育ても、課題は異なりますが共通しているのは、「人と人と
のつながり」「やりがい」「地域の力」です。
中央区でも、こうした事例を参考にしながら、地域で支え合う仕組み
づくりを進めてまいります。
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国の専用アプリを通じて、住んでいなく
ても、希望の自治体に住民登録ができる

ふるさと住民登録制度

ベーシック登録 プレミアム登録
・任意の自治体に無制限で登
録可能
・自治体から地域情報を受信
・観光などで地域経済に貢献

・最大3つの自治体に登録可能
・自治体が指定する活動に地
域の担い手として貢献
・自治体サービスが受けられる


